
　川や湖などの水中にもたくさんの生きものがすんでいますが、水のきれいさによって、その種類には違いがあ
ります。
　「水生生物による水質調査（水生生物調査）」は、その性質を利用して、川にすむ生きものの種類を調べ、その
場所の水質を判定するものです。水のよごれ具合をあらわす生きものは「指標生物」とよばれ、伊那谷で古くか
ら食用とされてきた「ざざむし ( トビケラ類 )」のなかまも、指標生物のひとつとなっています。
　川の生きものを捕って・観察する学習の機会であるとともに、川とのふれあいが体験できる楽しい調査ですので、
ぜひご参加ください。


